
　

６
月
19
日
に
開
催
し
ま
し
た
愛
媛
県
労
働

者
住
宅
協
会
・
第
59
回
通
常
総
代
会
は
、
お

か
げ
様
で
、
全
議
案
を
原
案
の
と
お
り
ご
承

認
頂
き
、
滞
り
な
く
無
事
に
終
了
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
今
年
度
も
会
員
組
織
・
組

合
員
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
る
決
意
で
す
。

　

現
在
、
住
生
活
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、

働
き
方
や
家
族
の
あ
り
方
、ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
に
伴
い
、

「
住
ま
い
」
に
求
め
ら
れ
る
価
値
観
も
年
々
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

世
帯
構
成
の
変
化
と
住
ま
い
の
選
択
肢
の
広
が
り
は
今
に

始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
２
０
２
３
年
・

２
０
２
４
年
度
に
住
宅
着
工
が
激
減
し
た
要
因
と
し
て
大
き
い
こ

と
は
、
イ
ン
フ
レ
に
よ
っ
て
住
宅
の
建
材
・
資
材
価
格
が
高
騰
し
、

職
人
の
人
件
費
も
上
が
り
、
地
価
も
上
昇
し
て
、
住
宅
の
販
売
価

格
が
高
騰
し
た
こ
と
や
、
一
方
で
勤
労
者
の
実
質
賃
金
の
上
昇
が

ま
だ
緩
や
か
で
あ
る
た
め
、
住
宅
を
購
入
す
る
こ
と
の
ハ
ー
ド
ル

は
以
前
よ
り
も
上
が
っ
て
い
ま
す
。
家
計
の
将
来
が
不
安
な
今
こ

そ
、
住
宅
を
買
う
こ
と
の
経
済
的
な
メ
リ
ッ
ト
を
訴
求
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
省
エ
ネ
性
能
の
高
い
家
に
住
む
こ
と
で

光
熱
費
な
ど
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
削
減
で
き
る
こ
と
、
持
家

は
将
来
的
に
貸
し
た
り
売
却
す
る
こ
と
も
で
き
る
資
産
で
あ
る
こ

と
、
何
よ
り
持
家
に
住
む
こ
と
で
得
ら
れ
る
幸
せ
を
説
明
し
て
、

「
高
く
見
え
る
よ
う
だ
け
ど
、
何
十
年
と
い
う
長
い
期
間
で
考
え

れ
ば
価
格
に
見
合
っ
た
買
い
物
で
あ
る
」
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら

う
よ
う
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
労
住
協
は
、
昨
年
度
は
、
髙
岡
・
東
垣

生
エ
リ
ア
に
て
大
型
分
譲
地
の
販
売
を
開
始
し
、
多
く
の
方
々
に

関
心
を
寄
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今
年
度
も
、
確
か
な
計
画
に
基
づ

い
た
販
売
促
進
策
を
講
じ
、
着
実
な
成
果
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま

す
。
引
き
続
き
、「
安
心
・
安
全
で
快
適
な
住
空
間
の
提
供
」
と

い
う
基
本
理
念
を
掲
げ
、
組
合
員
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
丁
寧
に
向

き
合
い
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
事
業
の
推
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
土
日
も
営
業
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　　
　

生
活
協
同
組
合
愛
媛
県
労
働
者
住
宅
協
会

�

理
事
長　

宮　

﨑　
　
　

司

愛媛県労住協　第59回通常総代会

昴
す
ば
る
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生
活
協
同
組
合
愛
媛
県
労
働
者
住
宅
協

会
は
、
６
月
19
日
、
四
国
ろ
う
き
ん
松
山

ビ
ル
に
て
第
59
回
通
常
総
代
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

真
木
理
事
の
開
会
挨
拶
の
後
、
宮
﨑
理

事
長
の
挨
拶
、
来
賓
の
祝
辞
に
続
き
議
案

審
議
に
入
り
ま
し
た
。
大
塚
常
務
理
事
よ

り
２
０
２
４
年
度
の
事
業
報
告
、
決
算
報

告
、
剰
余
金
処
分
案
に
つ
い
て
、
天
野
監

事
よ
り
監
査
報
告
が
行
わ
れ
、
全
議
案
が

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
２
５
年
度
は
、
松
山
市
堀
江
町
、

東
垣
生
、
高
岡
、
山
西
で
分
譲
宅
地
を
販

売
し
ま
す
。
ま
た
、
新
た
な
宅
地
の
開
発

や
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
、
勤
労
者
の
皆
様
に

安
心
・
安
全
で
快
適
な
住
環
境
を
提
供
で

き
ま
す
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
に

よ
り
、
次
の
通
り
新
役
員
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

　
（
新
役
員
）

　
　

理　
事　
長　
　

宮
﨑　
　

司

　
　

常
務
理
事　
　

大
塚　
　

岳

　
　

理　
　

事　
　

秋
川　
　

剛

　
　
　
　

〃　　
　
　

寺
田　

淳
泰

　
　
　
　

〃　　
　
　

高
橋　

保
博

　
　
　
　

〃　　
　
　

真
木　

裕
之

　

６
月
20
日
、
四
国
ろ
う
き
ん
松
山
ビ
ル

に
て
第
２
回
労
働
者
自
主
福
祉
運
動
を
担

う
リ
ー
ダ
ー
育
成
研
修
会
（
前
期
研
修
）

を
開
催
し
県
内
労
組
・
事
業
団
体
よ
り
18

名
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
研
修
会
は
、
昨
年
度
の
研
修
内
容
を

実
行
委
員
会
（
連
合
愛
媛
・
四
国
労
金
・

こ
く
み
ん
共
済 coop

・
県
労
福
協
）
で

振
り
返
る
中
で
、「
研
修
に
参
加
し
て
終

わ
り
で
は
な
く
、
持
ち
帰
っ
て
何
に
活
か

し
た
か
、
各
参
加
者
の
成
果
共
有
（
報
告

会
）
も
や
っ
て
み
よ
う
」
と
の
意
見
か
ら
、

前
期
・
後
期
の
２
回
ワ
ン
セ
ッ
ト
で
行
う

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
前
期
研
修
会
で
は
、
連
合
島
根

事
務
局
長
の
景
山
誠
氏
を
お
招
き
し
、
労

働
運
動
、
労
働
者
自
主
福
祉
運
動
、
そ
れ

ぞ
れ
を
主
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
上
で
の

観
念
に
つ
い
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　【
講
演
内
容
】

　

◦
運
動
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
る

　

◦
福
祉
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
る　
　

　

◦
運
動
の
歴
史
の
理
解

　

◦�

労
働
運
動
と
労
働
者
自
主
福
祉
運
動

の
関
係
性

　

◦�

成
功
の
反
対
は
、「
何
も
し
な
い
（
失

敗
で
は
な
い
）」

　　

そ
の
後
後
４
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、

90
分
間
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行
い
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
討
議
で
は
、
主
に
「
そ
れ
ぞ
れ

の
運
動
を
さ
ら
に
活
性
化
し
て
い
く
た
め

に
求
め
ら
れ
る
こ
と
」「
そ
の
た
め
に
、

自
分
自
身
に
で
き
る
こ
と
」
の
２
テ
ー
マ

　
　
　
　

〃　　
　
　

秦　
　

政
博

　
　
　
　

〃　　
　
　

山
田　

篤
彦

　
　
　
　

〃　　
　
　

山
本　

直
幸

　
　
　
　

〃　　
　
　

田
村　

彰
朗

　
　
　
　

〃　　
　
　

越
野　

哲
史

　
　
　
　

〃　　
　
　

野
村
真
理
子

　
　

監　
　

事　
　

天
野　
　

裕

　
　
　
　

〃　　
　
　

城
戸　

大
輔

　
（
退
任
役
員
）

　
　

鈴
木　

崇
久　

理
事

　
　

松
木　

光
晴　

理
事

　

ま
た
、
非
常
勤
顧
問
の
兵
頭
康
宏
は
６

月
19
日
付
で
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

研修の目的
　ろうきん・労済を中心とした労働者自主福祉運動の推進が、
労働運動の柱となっているその意味や、協同組合が市場主義
経済の中で存在していく意義について、次世代を担う労働組
合役員並びに事業団体職員のそれぞれが再認識するとともに、
それぞれの立場で、これから何を意識しながら運動に参画す
る必要があるかを考えるきっかけとする。

タイムスケジュール
13：30～13：40　開会挨拶・オリエンテーション
13：40～15：10　講演：景山　誠　様（連合島根 事務局長）
15：10～15：20　休憩
15：20～15：30　自己紹介・役割分担（座長・発表者・書記）
15：30～16：30　グループ討議
16：30～17：00　グループ討議まとめ・発表・講師振り返り

労住協

労 福 協

愛
媛
県
労
住
協
第
59
回
通
常
総
代
会
報
告

労
働
運
動
・
労
働
者
自
主
福
祉
運
動
、

そ
れ
ぞ
れ
の
発
展
に
私
た
ち
は
何
が
で
き
る
か

第
２
回
労
働
者
自
主
福
祉
運
動
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
育
成
研
修
会（
前
期
研
修
）

大王労組入江議長
お疲れ様でした

宮﨑理事長挨拶
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□
□

□ □

□
□

　
　
　〈 

応
　
募
　
方
　
法 

〉

◎
応
募
方
法
＝
郵
便
ハ
ガ
キ
に
、
解
答
、
自
宅
の
住
所
、

氏
名
、
所
属
組
合
名
を
書
い
て
下
さ
い
。

◎
あ
て
先　

〒
七
九
〇
︲
〇
〇
六
六

　
　
　
　
　
　

松
山
市
宮
田
町
一
二
五
番
地
二

　
　
　
　
　
　

愛
媛
労
福
協
会
館

◎
し
め
き
り
　
二
〇
二
五
年
八
月
十
五
日

◎
発
　
　
表
　
二
〇
二
五
年
九
月
号

第
五
七
四
号
の
正
解
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
」

△
今
治
市　

木
原　
　

徹
（
一
般
）

△
松
山
市　

豊
田　

美
紀
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
四
国
総
支
部
）

△
松
山
市　

窪
田　

善
人
（
一
般
）

△
西
予
市　

二
宮　

恵
子
（
伊
予
木
材
労
組
）

△
宇
和
島
市　

佐
竹　

靖
子
（
佐
竹
石
油
共
済
会
）

　

正
解
17
通
よ
り
抽
選
の
結
果
、
右
の
方
々
が
当
選
さ

れ
ま
し
た
。
さ
さ
や
か
で
す
が
図
書
券
を
送
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　〈
た
て
〉

①�

二
つ
物
を
く
っ
つ
け
て
固
定

す
る
、
先
が
螺
旋
状
の
く
ぎ

②�

あ
る
物
事
を
始
め
た
最
初
の

人
や
店

③�

手
足
の
末
端
か
ら
枝
分
か
れ

し
た
部
分

④
枯
れ
た
草

⑤�

木
を
割
っ
た
り
す
る
の
に
使

う
道
具

⑥
病
気
の
様
子
。
病
状

⑦�

物
の
表
面
に
あ
る
模
様
や
ス

ジ
⑧
昨
日
の
夜
。
昨
晩

⑨�

左
右
の
組
合
せ
か
ら
な
る
漢

字
の
右
側
に
つ
く
も
の

⑩
た
や
す
い
、
や
さ
し
い
こ
と

⑪�

物
の
横
方
向
の
広
が
り
を
表

す
言
葉

⑫
熊
本
県
○
○
モ
ン

　〈
よ
こ
〉

①�

い
つ
も
心
に
か
け
て
望
み
願

う
事
。
ま
た
、
そ
の
願
い

③�

建
物
の
底
面
に
あ
る
平
ら
な

部
分

⑤
魚
の
体
の
後
ろ
端
に
あ
る
ヒ
レ

⑥
他
の
土
地
か
ら
来
た
人

⑧�

七
夕
で
、
願
い
事
を
書
い
た

短
冊
を
飾
る
植
物

⑪
５
・
７
・
５

⑬
鼻
の
長
い
動
物

⑭
体
の
力
が
ぬ
け
る
こ
と

⑮
ク
ス
ノ
キ
科 

の
常
緑
低
木

⑯
対
義
語
は
感
性

ク

イ
ズ

問
題　

二
重
枠
の
６
文
字
を
使
っ
て
言
葉

を
作
っ
て
下
さ
い
。

ヒント：第27回

11 22 33 44

55

66 77

1313 88

1414 99 1010

1111 1515 1212

1616

に
つ
い
て
、
課
題
や
今
後
に
つ
い
て
棚
卸

を
し
な
が
ら
、
運
動
や
自
分
自
身
に
向
き

合
う
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
講
師
か
ら
は
、
今
日
の
研
修
で

感
じ
た
こ
と
も
何
も
行
動
に
移
さ
な
け
れ

ば
、
今
日
の
時
間
は
無
に
帰
す
の
で
、
ひ

と
つ
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
、
後
期

研
修
で
改
め
て
報
告
・
共
有
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
と
の
お
話
が
あ
り
、
研
修
を
終
え

ま
し
た
。

　
（
次
回
、
グ
ル
ー
プ
討
議
の
内
容
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
）

参
加
者
感
想
よ
り

●
考
え
る
機
会
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
け
た

の
が
良
か
っ
た
。

●
日
々
の
運
動
の
中
で
少
し
忘
れ
か
け
て

い
た
こ
と
が
改
め
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

●
す
ご
く
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
月
曜
か

ら
の
仕
事
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
変
わ
っ
た
。

●
他
の
労
組
の
方
々
と
は
、
な
か
な
か
交

流
す
る
機
会
が
な
い
た
め
、
様
々
な
意
見
や

活
動
内
容
を
共
有
で
き
て
学
び
に
な
り
ま

し
た
。
今
後
、
自
分
自
身
の
日
々
の
仕
事

や
組
合
活
動
の
中
で
活
か
し
て
い
き
た
い
。

●
答
え
の
な
い
問
題
が
存
在
す
る
中
で
、

何
を
大
事
に
活
動
す
る
か
考
え
る
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

●
こ
の
よ
う
な
異
な
る
労
組
の
方
々
と
の
交

流
か
ら
、
自
組
織
の
悩
み
や
課
題
を
共
有
で

き
る
の
は
貴
重
な
経
験
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
労
働
者

自
主
福
祉
運

動
に
つ
い
て
、

か
な
り
深
掘

り
し
て
詳
し

く
説
明
を
い

た
だ
く
こ
と

が
で
き
大
変

充
実
し
た
時

間
と
な
り
ま

し
た
。

各グループにて熱心な討議がなされました♪

講師：連合島根　景山誠事務局長
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県生協連　第74回通常総会を開催しました

　2025年６月24日（火）、四国ろうきん松山ビル大会議室にて、第74回通常総会を開催しました。美濃欽也会長

理事のあいさつの後、議長にコープ自然派しこくの鴻上智保子代議員を選出しました。各種委員選任の後、代

議員37名（本人出席26名、書面出席11名）の出席により総会が成立していることを報告しました。

　第１号議案「2024年度活動報告・決算関係書類承認の件」、第２号議案「2025年度活動計画及び収支予算決定

の件」、第３号議案「役員選任の件」について、本銅貴重専務理事が一括提案し、上甲久夫監事が監査報告を行

いました。その後、議案審議に移り、３名の代議員より以下のテーマで発言がありました。

○松山大学生協　上田　詩織　代議員
　「ミール・共済の集いの取り組み」について

○新居浜医療福祉生協　村上　由希美　代議員
　「わたしの居場所」
　　　　　　～歩いて行ける距離に～について

○コープ自然派しこく　野島　貴子　代議員
　「2024年度活動報告」について

　発言を受けての理事会からのまとめを本銅貴重専務理事が行いました。各生協の報告から、組合員が笑顔に

なり、喜ばれている様子や熱心に活動されている様子が伝わってきました。その後採決が行われ、全議案が全

会一致で採択されました。最後に大田常務理事より閉会のあいさつがあり、第74回通常総会を閉会しました。

　総会終了後、今期をもって役員を退任された５名の皆様に感謝状が贈呈されました。長きに渡り県連の活動

にご尽力いただき誠にありがとうございました。

＜退任役員＞　　倉田　均  氏・北岡　徹  氏・岡田　英志  氏・加藤　誠一  氏・本銅　貴重  氏

閉会あいさつ
大田　良作  常務理事

開会あいさつ
美濃　欽也  会長理事

発言／松山大学生協
　　　上田　詩織　代議員

発言／新居浜医療福祉生協
　　　村上　由希美　代議員

　奥 ：鴻上　智保子　議長

手前：発言／コープ自然派しこく
　　　　　　野島　貴子　代議員

国際協同組合年
タペストリー展示

議案提案
本銅　貴重  専務理事

採決

退任役員代表あいさつ
倉田　均  氏

退任役員
感謝状贈呈
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⼀⽣涯の保障と資産形成で
将来の安⼼を！ 

公式キャラクターピットくん 

-----おすすめポイント----- 
■投資の知識がなくても、⽼後にむけ

た資産形成ができる。 

■相続時に預貯⾦などで受け取る場 
合と⽐べて、節税効果がある。※ 

※法定相続⼈が死亡共済⾦を受け取る場合 

※ ここに記載されている内容は共済商品の概要を説明したものです。ご契約の際には「ご契約のてびき(契約概要・注意喚起情報)」等を必ずご覧ください。 

【⼀時払の掛⾦例】 
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[報告事項] 
  第 1．2024 年度事業報告      

第 2．2024 年度（令和 6 年度）業務報告、 
貸借対照表および損益計算書報告 

[決議事項] 
  第 1 号議案 第 24 期（令和 6 年 4 月 1 日から 

令和 7 年 3 月 31 日まで）剰余⾦処分案 
  第 2 号議案 2025 年度事業計画承認の件 
  第 3 号議案 会員除名の件 
  第４号議案 理事および監事の任期満了に伴う

選任の件 
  第５号議案 退任役員に対する退職慰労⾦贈呈

承認の件 

理 事 ⻑  常 勤 新居 栄治(新任)      理  事  非常勤 白石 智章 ※ 
副理事⻑  常 勤 菊川 泰(新任) ※      理  事  非常勤 中村 智也(新任) ※ 
専務理事  常 勤 野村 治文            理  事  非常勤 白木 政⾏(新任) 
常務理事  常 勤 橋本 文弘(新任)        理  事  非常勤 矢野川 研(新任) 
常務理事  常 勤 中平 正幸(新任)      理  事  非常勤 ⻄原 正雄 
常務理事  常 勤 隼田 寿浩         理  事  非常勤 塩坂 博史 
理  事  非常勤 坊野 靖仁         理  事  非常勤 北村 亜矢子 
理  事  非常勤 渡邊 賢次(新任)            
理  事  非常勤 鈴木 圭吾(新任)      常勤監事  常 勤 中橋 博 
理  事  非常勤 森池 譲治         監  事  非常勤 宮本 武司 
理  事  非常勤 大熊 正樹         監  事  非常勤 中野 圭司 
理  事  非常勤 蕪木 慎吾(新任)      監  事  非常勤 村井 純一(新任) ※ 
理  事  非常勤 辻 賢史             監  事  非常勤 坂本 寛 
理  事  非常勤 岡本 武 ※ 
理  事  非常勤  高瀬 康文 ※             執⾏役員   常 勤 徳島営業本部⻑ 島 和久(新任) 
理  事  非常勤 中田 信也 ※        執⾏役員   常 勤 愛媛営業本部⻑ 泉 浩二(新任) ※ 

※ 愛媛地区選出の役員です。 

 
四国労働⾦庫第２５回通常総会が、6 月 24 日（火）午後 1 時より、高松市の

ホテルパールガーデンにおいて開催されました。 
    四国各県からの代議員・臨時代議員 156 会員(臨時代議員に議決権を委任した

会員 1,375 会員)が出席して、1,531 会員の議決権(総会員数 1,948 会員:2025 年 3 月
31 日現在)をもって開催しました。 

総会は、杉本理事⻑の挨拶に続き来賓祝辞の後、下記の議案等の審議を⾏いま 
した。 

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
採決の結果、全ての議案が可決・承認されました。 

なお、第 1 号議案の第 24 期剰余⾦処分では、普通 
出資に対する配当⾦ 6,010 万円(2.00％)と、事業の 
利⽤分量に対する配当⾦ 1 億 1,999 万円を⾏うこと 
が承認されました。 

また、第４号議案の理事および監事の任期満了に伴 
う選任の件では、下記のとおり新役員が選任されました。 
任期は２年間です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

退任されました常勤の理事および愛媛地区選出の非常勤理事・監事は下記の⽅々です。在任中
のご尽⼒に感謝申し上げます。 
 
 
 
 
 
 
 

第２５回 四国ろうきん通常総会の開催報告 

理事⻑   常 勤  杉本 宗之 （JAM 井関農機労働組合松山支部） 
副理事⻑  常 勤  十川 淳二 （タダノ労働組合） 
常務理事  常 勤  井上 浩司 （とさでん交通労働組合） 
 
理  事  非常勤   田上 誉 （ルネサスグループ労働組合連合会⻄条地区支部）
監  事  非常勤  白石 岳 （クラレ労働組合⻄条支部） 
執⾏役員  常 勤 愛媛営業本部⻑ 鵜篭 直樹 (伊予鉄労働組合) 

 
※ 2025 年 6 月 24 日付にて退任。
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◎ 愛媛地区 2024 年度会員表彰 

会員名 営業店 会員名 営業店

生活協同組合コープえひめ 愛媛支店 
愛媛地区ろうきん友の会 
新居浜支部 

新居浜支店 

松山市職員生活協同組合 愛媛支店 大王海運株式会社 海友会 四国中央支店 

ヤマト運輸労働組合 
愛媛支部 

愛媛支店 JP 労組東予⻄支部 今治支店 

四国名鉄運輸労働組合 松山支店 八幡浜市職員労働組合 八幡浜支店 

四国⻄濃運輸労働組合 松山支店 宇和島⾃動⾞労働組合 宇和島支店 

別子労働組合 新居浜支店 今治造船労働組合⻄条支部 ⻄条支店 

住友化学労働組合愛媛支部 新居浜支店   

 
◎ 愛媛地区 2024 年度会員推進機構功労者表彰 （敬称省略） 

氏名 会員名 対象事由 店推進委員会 
村井 純一 東レ労働組合愛媛支部 永年２期 (４年) 愛媛支店
宮﨑 司 伊予鉄労働組合 永年４期 (8 年) 愛媛支店
四村 昌弘 JAM 井関農機労働組合松山支部 永年４期 (8 年) 松山支店
武⽅ 和文 帝人化成労働組合松山支部 永年４期 (8 年) 松山支店
渡部 弘綱 リンテックフォーレスト三島支部 永年４期 (8 年) 四国中央支店
山下 新治郎 ⻤北町職員組合 永年４期 (8 年) 宇和島支店
上田 武司 南予通運労働組合 永年２期 (４年) 宇和島支店

 
 
 
 
 
 
      
 
 
 
 
 
 

四国ろうきんの事業運営にご協⼒いただく中で、2024 年度中に顕著な実績をあげられた会員を対
象として、会員表彰が⾏われました。愛媛地区関係では、下記の 13 会員が表彰を受けられました。
 また、会員推進機構功労者表彰も⾏われ、愛媛地区では、下記の 7 名の⽅々が表彰されました。
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済済  

商商

談談  

済済  

済済  

商商

談談  

商商

談談  

済済  
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